
　今年の 2月 14 日（金）から 15 日（土）にかけて降った雪は、100 センチを
超える記録的な大雪となり、交通網は遮断され、県内全体が「陸の孤島」と化し、
市民生活に甚大な影響をもたらしました。
　私たちは、この雪害の記録を後世に伝えるとともに、今回の教訓を今後の防災
対策に活かしていかなければなりません。
　まもなく冬到来！あらためて 2月の大雪を振り返るとともに、有事に備えて何
をすべきかを考えてみましょう！

（２月 15 日 富士見町地区の方々による道路の除雪の様子）

大雪の教訓
どう活かすか!!特集
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■
気
象
概
要

　

２
月
13
日
（
木
）
21
時
に
南
西

諸
島
で
発
生
し
た
低
気
圧
は
、
本

州
の
南
海
上
を
北
東
に
進
み
、
次

第
に
発
達
し
な
が
ら
15
日
（
土
）

明
け
方
か
ら
昼
頃
に
か
け
て
関

東
地
方
沿
岸
に
接
近
し
た
後
、

関
東
の
東
を
北
東
に
進
み
ま
し

た
。
ま
た
、
関
東
地
方
の
上
空
約

１
５
０
０
ｍ
付
近
に
は
マ
イ
ナ
ス

６
℃
以
下
の
寒
気
に
襲
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
低
気
圧
と
上
空
の
寒
気
の

影
響
に
よ
り
、
山
梨
県
は
14
日

（
金
）
未
明
か
ら
15
日
（
土
）
昼

頃
に
か
け
て
雪
が
降
り
、
大
雪
と

な
り
ま
し
た
。

作
業
工
程
と
各
地
区

へ
の
補
助
を
見
直
し

ま
し
た

　

今
回
の
雪
害
は
、
中
央
自
動
車

道
や
国
道
20
号
線
な
ど
の
主
要
幹

線
道
路
の
通
行
止
め
が
生
活
や
暮

ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
災

害
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
経
験

水神町付近の様子 2 月 14 日

　

県
内
の
月
最
深
積
雪
は
甲
府
で

１
１
４
㎝
、
河
口
湖
で
１
４
３
㎝

と
な
り
、
い
ず
れ
も
統
計
開
始
以

来
の
極
値
を
更
新
す
る
記
録
的
な

大
雪
と
な
り
ま
し
た
。

（
甲
府
地
方
気
象
台
発
表
資
料
よ
り
）

■
市
内
の
被
害
状
況

　

市
内
で
は
、
家
屋
の
半
壊
及
び

一
部
損
壊
や
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
の

損
壊
、
こ
の
他
に
も
農
業
用
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
倒
壊
な
ど
の

被
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
主
要
幹
線
道
路

も
積
雪
に
よ
り
、
立
ち
往
生
し
た

車
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
交
通
網
が

麻
痺
し
物
流
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
ほ

か
、
水
道
が
断
水
す
る
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

を
教
訓
に
、
今
年
度
、
市
で
は
市

道
除
雪
作
業
の
大
幅
な
見
直
し
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

見
直
し
の
内
容
は
、
降
雪
時
の

市
道
の
除
雪
延
長
を
、
昨
年
度

に
比
べ
、
２
０・
７
㎞
増
や
し
、

１
２
０・
７
㎞
の
除
雪
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
効
率
的
な
除

雪
作
業
を
行
な
う
た
め
、
除
雪
業

者
の
担
当
路
線
に
つ
い
て
も
、
地

域
性
、
機
械
の
保
有
状
況
を
考
慮

し
、
改
善
し
ま
し
た
。

※
除
雪
路
線
及
び
担
当
業
者
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

　

ま
た
、
積
雪
深
30
㎝
以
上
と
な

っ
た
場
合
の
地
区
実
施
の
除
雪
に

対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
も
見
直

し
を
行
い
、
機
械
に
よ
る
除
雪
を

行
っ
た
地
区
に
対
す
る
１
㎞
当
た

り
の
補
助
金
を
２
万
円
に
引
き
上

げ
た
ほ
か
、
人
力
で
除
雪
を
行
っ

た
地
区
に
つ
い
て
も
、
地
区
均
等

割
の
２
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

大雪被害に対して
お見舞いをいただきました

　本年２月の雪害に際し、韮崎市消防団に長崎県島原市消防団
様から災害のお見舞い金と励ましのお言葉をいただきました。
　今後の消防団活動の充実及び強化に充てさせていただきます。
※平成 3 年に発生した雲仙普賢岳の噴火災害において市消防団では、お

見舞いを贈った経過があります。

■問い合わせ　総務課防災交通担当（内線 339・399）

多大な被害をもたらした
記録的な大雪の概要

地
域
と
行
政
の
連
携
で

災
害
時
に
活
き
る
地
域
力
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市
で
は
、
降
雪
時
の
安
全
で
円

滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た

め
、
迅
速
か
つ
適
切
な
除
雪
作
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
除
雪

の
要
望
の
全
て
を
行
政
で
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も

地
域
ぐ
る
み
の
参
加
と
協
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
、
特
に
次
の
よ
う
な
点
に
つ

い
て
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
行
う
た

め
、
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

に
な
り
、
作
業
が
後
回
し
に
な
っ

た
り
、
作
業
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
ほ
か
、
交
通
渋
滞
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
作
業
車

の
無
理
な
追
い
越
し
は
大
変
危
険

で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。な
お
、

除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
の

で
お
子
さ
ん
を
近
づ
け
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

●
雪
の
処
分
は
所
有
敷
地
内
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

車
道
や
歩
道
に
捨
て
ら
れ
た
雪

は
、
交
通
事
故
や
渋
滞
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
路
に
捨

て
ら
れ
た
雪
は
水
が
あ
ふ
れ
る
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
戸
の
雪

の
処
分
は
所
有
す
る
敷
地
内
で
お

願
い
し
ま
す
。

●
自
宅
前
の
道
路
は
各
自
で
除
雪

し
ま
し
ょ
う

　

除
雪
作
業
車
は
、
短
時
間
で
効

率
的
に
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
各
戸
の
出
入
り
口
や
希
望

す
る
時
間
に
除
雪
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

除
雪
作
業
車
通
過
後
の
出
入
口

は
、
各
自
で
除
雪
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
歩
道
や
私
道
、
私
有
地
な
ど
の

除
雪
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す

　

市
内
全
域
の
除
雪
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
市
で
除
雪
計
画
さ
れ

た
道
路
以
外
の
歩
道
、
私
道
、
私

有
地
等
は
除
雪
対
象
外
で
す
の

で
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
除
雪

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
私
有
地
の
樹
木
な
ど
の
手
入
れ

を
お
願
い
し
ま
す

　

私
有
地
の
樹
木
が
雪
の
重
み
で

倒
れ
、
車
両
事
故
や
道
路
構
造
物

の
破
損
が
起
き
た
場
合
は
、
所
有

者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
庭
木
や
樹
木
、
特
に
竹

林
の
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
線
に
近
い
場
所
で
の

伐
採
は
、
東
京
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

事
前
に
相
談
し
て
か
ら
行
う
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
携
帯

し
ま
し
ょ
う

　

冬
期
の
道
路
は
凍
結
し
ス
リ
ッ

プ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
路
面
の

凍
結
時
に
も
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
冬
用
タ
イ
ヤ

の
装
着
や
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
な

ど
を
携
帯
す
る
よ
う
万
全
な
装
備

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
道
関
係

　

建
設
課
道
水
路
維
持
担
当

　
（
内
線
２
４
５
）

　

県
道
関
係

　

県
中
北
建
設
事
務
所

　
　
　
　

峡
北
支
所
道
路
課

　

☎
２
３

−

３
０
６
５

広
め
よ
う
共
助
の
輪

　

百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

の
大
雪
を
経
験
し
た
韮
崎
市
。

　

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
記
録
的
な

大
雪
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
と
は
想
像
し
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に

「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が
当
て

は
ま
る
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
想
定
外
の
災
害

の
な
か
で
、
地
域
住
民
が
お
互
い

に
協
力
を
し
て
除
雪
を
行
い
、
立

ち
往
生
し
た
車
や
ト
ラ
ッ
ク
を
救

助
し
、
帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ

る
等
の
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
お
互
い
に
支
え
あ
う

「
共
助
」
の
精
神
が
働
い
た
結
果

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
災
害
ほ
ど
、
近
所
同
士

の
つ
な
が
り
、
い
わ
ば
地
域
力
を

感
じ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
頃
か
ら
地

域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
共

助
の
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
韮
崎
市
と
い
う
限
ら
れ

た
エ
リ
ア
の
中
で
迅
速
に
復
旧
を

行
う
た
め
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
役
割
を
再
確
認
す
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、

私
た
ち
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
高
め
、
連
携

し
災
害
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

老人福祉センターでの帰宅困難者への受け入れ
（2月 16日）

早
く
安
全
に
除
雪
を
行
な
う
た
め
に

除
雪
作
業
現
場
か
ら
の
お
願
い
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　「減災」とは、行政が主体となる「防災」とは異なり、
災害からの被害をできるだけ小さくするための地域
住民の日頃からの活動のことです。

自主防災活動に積極的に参加しましょう！
　自主防災組織とは、地域ごとに組織され、災害時
にお互いを助け合う共助の力を持つ存在として、そ
の活躍が期待されています。
　市内では地区ごとに自主防災組織が組織されてお
り、防災訓練、出前塾による勉強会など様々な活動
を行なっています。
　お住まいの地区の自主防災活動に積極的に参加
し、共助の力を高めましょう！

　災害発生後、外部からの支援の手が届くまでには、
最低でも 3日間はかかると言われています。
家庭でも備蓄を行い、3日間は自力で生活できるよ
うに備えましょう。

家庭で常備したい緊急時物資
　飲料水・ラップ・ラジオ・現金・タオル・下着・
雨具・軍手・防寒具・ばんそうこう・ビニール袋・
電池・粉ミルク・カイロ・生理用品・懐中電灯・は
さみ・カッター・ロウソク・トイレットペーパー・
貴重品・名簿（連絡先）・常備薬・ウェットティッ
シュ・空のペットボトルなど

ツイッター＆フェイスブックで災害情報をお届けします！

　平成 23年 3月に発生した東日本大震災や、今年 2月の大雪被害は、私たちに多くの尊い教
訓を残しました。
　この貴重な体験を活かして大雪、台風、地震といった予期せぬ自然災害から自分の財産や生
命を守るために「今すぐできること」をしましょう！

大雪・台風・地震等の災害に備え

3日間自力で生活する力をつけましょう!減災とは…

減　災
主体：住民・企業
KW：自助・共助
整備：減災整備
訓練：減災訓練
義務：自主的

防　災
主体：公的機関
KW：公助
整備：防災整備
訓練：防災訓練
義務：法定

減　災
主体：住民・企業
KW：自助・共助
整備：減災整備
訓練：減災訓練
義務：自主的

防　災
主体：公的機関
KW：公助
整備：防災整備
訓練：防災訓練
義務：法定

指
導
と
要
望
と
協
働

地域防災計画

※KW：キーワード

初
動

応
急

耐
忍

24
時
間

48
時
間

96
時
間

発災平時

直後

復旧

復興
初
動

応
急

耐
忍

復旧

復興

8日目以降

　市では、災害情報を広く市民の皆さんにお知らせするため、ツイッターとフェイスブックによる情報
配信を行ないますので、災害時の備えの一つとして積極的にご利用ください！
　なお、速やかな情報発信を優先するため、当アカウントは情報発信専用とし、原則として皆さんから
のコメントに対する返信等への対応は行いませんので、ご了承ください。
　また、災害時以外には韮崎市の魅力を伝える情報も発信していますので、ぜひご覧ください。

■問い合わせ　企画財政課企画推進担当（内線 356）

https://twitter.com/nirasakicity公式ツイッター

https://www.facebook.com/nirasaki.city公式フェイスブック

注目情報

高めよう自助力 !!高めよう自助力 !!
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